イヌリンクリアランスとパラアミノ馬尿酸(PAH)クリアランス同時測定プロトコール

（波多野道康　糸球体濾過量と腎血漿流量。臨床検査法提要改訂３２版　金井正光編、金原出版　1418-1427より抜粋）

1） 検査前日までにCcrを算出し確認する。

2） 検査当日は絶食。ただし、飲水は自由。

3） イヌリード注１バイアル（40ml：イヌリン4gを含む）と10%パラアミノ馬尿酸1バイアル（20ml：PAH2gを含む）を生理食塩水340mlに希釈し、総量400mlとする（イヌリード注添付の生理食塩水360mlから20mlの生理食塩水を除去した上で、イヌリードならびにPAHを加える）。尚、60ml/分＞Ccr≧30ml/分、30ml/分＞Ccrでは、PAHをそれぞれ12ml、8mlとする。

4） 投与開始30分前に飲水500ml、投与直前に採血、採尿。

5） 希釈したイヌリンを静脈内注射する。輸液ポンプを用いて、開始30分は300ml/hrとする。

6） その後の投与量は100ml/hr、下記の点滴スピードで90分間投与する。

7） 採血を投与開始45分後、75分後、105分後に行う。

8） 投与開始30分後に全排尿し、その後30分おきに排尿させる。










開始前採血（末血、Cr、BUN、Alb、シスタチンc、イヌリン、PAH）

開始前採尿（イヌリン、PAH）

開始45,75,105分採血（Cr、イヌリン、PAH）

開始60,90,120分採尿（尿量、イヌリン、PAH）

評価項目：イヌリンクリアランス、クレアチニンクリアランス、血清シスタチンc濃度

イヌリンクリアランス、PAHクリアランスは3回測定したものを記載する。

血清シスタチンc測定のため血清0.5mlを冷凍（－20度）保存する。

パラアミノ馬尿酸の血漿中濃度測定のための最適温度は2mg/dl（1-5mg/dl）であり、この範囲を外れた場合のデータは無効である。
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